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宮城県角田市における地場産大豆を活かした
納豆製造業の展開
しはじめに
大豆の加工食品には豆腐、おから、油揚げ、
凍豆腐、豆乳、湯葉、味噌、醤油、納豆、きな
粉などがある。このうち、納豆の起源について
は森(1982)と松下 (2009)の記述が詳しい。
それによれば、納豆は奈良時代 (710-784年)
えしん
に鑑真和尚が中国からもってきた塩鼓(塩麹)
を寺の納所で大豆に混ぜて製造していたことか
ら「納豆」と呼ぷようになったと言われているo
当時は蒸した大豆に塩麹を加えて発酵させてか
ら天日干しにした糸の引かない「塩辛納豆」で
あったが、この「塩辛納豆」は大徳寺や天龍寺
(いずれも京都市)、一休寺(京田辺市)、大福
寺(浜松市)などの各地の寺でよく作られてい
たため、「塩辛納豆」は「寺納豆」や「浜納豆」
ともいわれる。「塩辛納豆」の記述は藤原明衡
しんさるが〈轟
が書いた『新猿楽記~ (1052年前後)に初めて
登場することから、平安時代 (794-1185年)
にはすでに「塩辛納豆」が食されていたと推測
できる。現在では、蒸した大豆に納豆菌を加え
て発酵させた「糸引納豆」が日常食になってい
るが、その起源や各地への普及過程は定かでな
L 、。しかし、室町時代(1333-1573年頃)中期
の『精進魚類物語Jや、江戸時代(1603-1867
年)の『本朝食鑑~ (1697年)には「糸引納豆」
と解釈できる記述があることから、室町時代に
は「糸引納豆」も存在していたと考えられるo
いずれにしても、納豆は現代に受け継がれてき
た日本の伝統食品の 1つである。
日本の納豆製造業の動向については、日刊経
済通信社調査部が隔年発行している『酒類食品
産業の生産・販売シェア一一需給の動向と価格
変動~ (1993-2009)の「納豆」という頁に記
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載されている製造業者数と販売額の推移データ
から明らかにした。また、 2009年版に記載され
ている2005年の大豆使用量については最後に示
す。
まず、製造業者数の推移(1988-2002年まで
の15年間)を示した第1図からは、 1988年の
880軒を最多として1990年866軒、 1992年857軒、
1994年852軒、 1996年850軒、 1998年845軒、
2000年840軒、 2002年830軒というように年々減
少し続けていることが読み取れる。 1988年と
2002年との比較では50軒が減少した。
次に、総販売額とうち業界大手9社販売額の
推移 (1988-2007年までの20年間)は第2図に
示したが、この業界大手というのは、①タカノ
フーズ株式会社(本社:茨城県小美玉市)..1、
②株式会社MizkanHoldings(本社:愛知県半
田市)..2、③あづま食品株式会社(本社:宇都
宮市)..3、④くめ・クオリティ・プロダクツ株
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第1図納豆製造業者数の推移
(1988--2002年)
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豆」の頁により作成。
データは日刊経揖通信社調査による。
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日刊経済通信社調査部編:r酒類食品産業の生産・
販売シェア一一需給の動向と価格変動』隔年版の「納
豆」の頁により作成。
データは日刊経済通信社調査による。
式会社(本社:茨城県常陸太田市)'9 4、⑤旭松
食品株式会社(本社:大阪市)'9 5、⑥株式会社
ヤマダフーズ(本社:秋田県美郷町)'96、⑦マル
キン食品株式会社(本社:熊本市)'9 7、⑧株式
会社丸美屋(本社:熊本県和議町)'9 8、⑨太子
食品工業株式会社(本社:青森県三戸町)引の
9社を指す。総販売額の方からみると、 1988. 
1998年にかけては前年より急減した1994年を除
いて1988年684億円、 1992年948億円、 1996年
1，067億円というように急増し続け、 1998年に
はこの20年間の最高値となる1，155億円を記録
した。それ以降は、急減した1999、2000、2001
年を除けば2002年1，115億円、 2006年1，072億円
というように緩やかに減少している。うち業界
大手9社阪売額では、前年より減少した2000年
と2007年を除いて1988年314億円、 1996年732億
円、 2004年917億円というように増加し続けて
いる。
なお、 2003年の総販売額1，103億円の内訳は、
1位はタカノフーズ株式会社が330億円(総販
売額に対する占有率29.9%)、2位は株式会社
MizkanHoldingsが140億円(岡12.7%)、3位
はあづま食品株式会社が117億円(同10.6%)、
4位はくめ・クオリティ・プロダクツ株式会社
が92億円(同8.3%)、5位は旭松食品株式会社
が69億円(同6.3%)、6位は株式会社ヤマダフー
ズが52億円(同4.7%)、7位はマルキン食品株
式会社が44億円(同4.0%)、8位は株式会社丸
美屋が34億円(同3.1%)、9位は太子食品工業
株式会社が19億円(同1.7%)であった。 9社
合計では898億円、総販売額に対する占有率は
81.4%であった。
最後に、全国納豆協同組合連合会推定による納
豆用大豆の使用量 (2∞5年)は131，卿tであり、
うちアメリカ産が91.000t (占有率69.5%)、
中国産が25，000t (同19.1%)、国産が10，000t 
(同7.6%)、カナダ産が5，000t (同3.8%)であっ
fこ。
以上のデータからは、①業者数は年々減少し
ているが、それでも800軒以上はあること、
②総販売額は1998年の1，155億円をピークに減
少しているが、それでも1，000億円前後はある
こと、③業者数は800軒以上あるにもかかわら
ず、総販売額の約80%は大手9社が占めること
から、納豆業界は大手業者による市場の寡占化
が進んでいること、④なかでも、タカノフーズ
株式会社は総販売額の約30%を占める断然トッ
プの地位にあること、⑤主原料の大豆はアメリ
カ産が約70%を占める一方、国産は10%にも満
たない状況であることが明らかとなった。納豆
は小売価格が安いにもかかわらず、これだけの
販売額を保持しているのは納豆が日常的に消費
されていることの表れと推測できる。
納豆に関する研究は、納豆に含まれる成分、
栄養、効果などについて論じたもの(太田
1996、渡辺 1999など)や、納豆製造業界ある
いは納豆製造業者の現況について報告したもの
(鎌田 1990、飯田 2000、三浦 2000など)
がほとんどであるo 一方、納豆製造地域におけ
る原料の入手から製造を経て出荷先に至るまで
の一連の流れを明らかにした地理学研究は見当
たらない。そこで、本研究では宮城県角田市(第
3図)で行われている地場産大豆を活かした納
豆製造業の生産流通構造について明らかにする。
本研究を進めるにあたり、 2004年7....1月に
はJAみやぎ仙南'9'10の子会社として2000年に
独立した(株)加工連角田納豆センタ_'91、
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第3図調査地域
右上の|土|地凶は iCraftMAPJを使JT。
地形図は凶土地l1Il院発行の5万分の1r灼問J(平成12年修正)の一部を原寸のまま能川。
J Aみやぎ11間ライスセンターでの聞き取り調
査を行った。nl~l:以下では、この調査結果を基
に論を進める。
本稿の構成は、まず1i;'i:では既存研究や統計ー
から読み取れる日本の納豆製造業の動向につい
てl切らかにする。続く E、田章では(株)加工
述角田納豆センターと JAみやぎ仙南ライスセ
ンターで行った聞き取り調査および};l山漁村文
化協会(1988)の資料から角田市での納豆製造
業の始まり (ni;'t)と、 (株))1工辿1(]I:E納豆
センターでの原料の入手から納豆製造を経て山
荷に至るまでの生産流通構造 (凹詐)について
明らかにする。最後のIVl;1では本研究の要点と
今後の課題についてまとめる。
4 1f城県jiJ川rliにおける地場応大¥i.を爪かした納¥i:製造業のMIJf
I. 角田市での納豆製造業の始まり
角田市で納豆製造が本格的に行われるように
なった背封には、 1960年代頃に創業した岡市川
町の有限会社本田食品 (以下、本田食品)の存
在が大きく関係している。
本田食品がおIJ業当初から製造していた「せん
ちゃん納豆」は角田市内の小売庖を小心に販売
されていたが、そのl沫の評判は良いものであっ
た。JA角田市では当JAが経営する灼川生活
センターでも地元で評判になっている 「せん
ちゃん納豆」を販売 したいと考えるようにな
り、その意向は本出食品の経営者本間安雌氏に
伝えた。本田食品はその1'二を快諾したため、
1965年からは角田生活センターでも 「せんちゃ
ん納豆Jが販売されるようになった。
その後、 JA角田市は宮城県民生活協同組合
(以下、宮城県民生協)に本田食品を紹介した
ことがきっかけとなり、販売開始年は不明であ
るが、 「せんちゃん納豆」は宮城県氏生協の各
j苫舗でも販売されるようになった。この取引を
経て、 1974年からは本田食品が宮城県民生協の
自社プランドである rcoop納豆Jの製造を引
き受けることとなった。
本田食品を含めた納豆製造業者の多くは外凶
路大豆を原料とした納豆を製造ー していたが、宮
城県民生協からは JA角田市に地場産大豆で
作った納豆を食べたいとの戸がtがるように
なった。しかし、宮減県内には納豆製造に適し
た小粒大豆の品種がなかったため、すぐにはそ
の要望に応えることができなかった。
そこで、 JA角田市では1982年にJ]<稲の生産
調整 (減反政策)による転作作物として小牧大
豆を角田市内の7]<1:EI地0.03haC = 3 a) Iこ時L、
た。納豆製造に適した小粒大豆 「コスズJの郁
子は茨城県の民協から分けてもらった。 JA 1l.J
岡市ではこの試験栽培・を過して角1]diて'も小牧
大豆の栽培が可能であることを雌認したため、
1983年には0.7haC = 70a ) 、 19841:1~ 1こは 2ha (= 
200 a)、19871下には51ha (=5，100 a )とL、う
ように小粒大豆の作付けを拡大させていった。
1985年には JA灼Iiliに小粒大立生産部会が組
織され、 この部会では松崎而般の淵控や-l&Jp，:技
術のliUi立、情報交換などを行う体制もできた。
これと併行して、JA角川市は1982年に収般
した90kgの小粒大広を{史った納豆の試験製造
と委託製造を本間食品に依頼した。試験製造の
段階では JA角I]i!iとみやぎ生活協同組合(以
下、みやぎ生協)"'2の|民l係者が試食会を聞き、
そこでIL¥された立見はみ:1食品に改良を依頼す
るというやりとりが何度も行われた。誠行2釦i片f印z誤i 
の末iにこn'ij町tJ品
百uと名{十付、-Jけられ、1984年からはみやぎ位協各
j占舗でのl坂完が始まった。1988"1'からは小粒大
豆の粒}~を大小に |豆 >;U" '3 し て製造し、小松大
豆の小さい方は rcoop宮減極小松納豆」、小
粒大豆の大きい方は rcoop円減小粒納斗」と
して販売するようになった。
本凹食品では、 11'，:i例数が1fI)]Iし続け、それ
に対応するのは副知tになりつつあった。ちなみに、
E:J山漁村文化協会(1988)によれば、 iCOOP
日城小粒納豆」の方の1¥初例数""，は、1984"1'
が20万8千例であったのに対し、 1986"ドには84
万3千例というわずか2年で約4伯にまで急1ft
するという状飢であった。出荷例数が12、1ftした
背jifには、 原料である11]IT産の小粒大江の栽.tt
が本給化したこと、 i可産の小粒大豆で製造した
納立への需要が尚かったこと、 他の製造業者の
納豆との主別化が図られたことなどが|民l係して
いるとJ5・えられる。
199011~ 12月には J A 1(j IJ 1 diが約2億円をIl¥fi
私:
写真 1 (株)加工連角田納豆センター
(第3園大A地点、) 04. 7. 23撮影
した納豆センターが当 JAの敷地に隣接する角
悶市佐倉に完成した (写真 1:第3園大A地
点、)0] A角田市納豆センターは一部2階建て
で、その総而;砧ーは1，022.6m'(約309坪)である。
1日あたりの生産量は大豆100gで換算すると
14，000食分(大豆14俵分=840kg)、年!日!版完結i
は1{(3:3， 000-4，000万円を見込んだ工場であ
る。この販売額は、 2003年の業界 l位のタカノ
フーズ株式会社330位円や同2位の株式会社
MizkanHoldings 140億円などと比べると零細
規模ということになる。
J A角田ili納豆センターの稼働後は角川践の
小粒大豆を原料とした納豆製造が本絡的に行わ
れるようになった。稼働するにあた っては、
J A角田市の職員が本田食品や茨城県八郷民協
に出向いて製造技術に関する事前研修 (納豆菌
の選び方、蒸気での蒸し方、圧力の加え方など)
を重ねた。
一方、本田食品は自社の 「せんちゃん納豆」
の製造に戻ったが、2004年には経営者の本旧安
雄氏が他界したため、 本田食品は廃業せざるを
得なかった。
II. (株)加工連角田納豆センターでの生
産流通構造
1 .原料の入手形態
納立製造に必要な原料は大豆と納豆白.であ
る。まず、大豆は]Aみやぎ{il南小粒大豆生産
部会に属する角田市内の出家.15が契約;位指・を
行っている。その作付面積は全体で150halこも
およぶ(写真2:第3園大B付近、写真3:第
3園大C付近、写真4:第3図大D付近)。 契
約栽械は JAみやぎ仙南米穀諜による栽地技術
の指導の下、嬬種は 6月下旬-7月上旬、紫斑
病やマメシンクイガ、カメムシの同時|出除は9
月上旬~中旬に l回のみ、収穫は10月下旬-11
月上旬に行われる。];)!薬は 5-6llil散布するの
が普通であるが、JAみやぎ仙南て'はi巨lのみ
に減らした減12薬栽培を行っている。収離した
大豆は専用コ ンテナ (写真5)..16などに入れて
角|到i!'i枝野にあるJAみやさイ1南ライスセン
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写真2 角田市岡の大豆畑
(第3園大B付近) 04. 9. 9撮影
写真3 角田市小田の大豆畑
(第3園大C付近) 04. 7. 23撮影
一一 一一一守一一一一J 一一
写真4 角田市枝野の大豆畑
(第 3図女D付近) 04. 9. 9撮影
ター (第3園大E地点)へ自己搬入する。
J Aみやぎイ1南ライスセンターでは各民家の
大豆に汚れやカビ、金属混入などがないかどう
かを確認しながら粒形の選別 (写真6)"'17と等
6 下f城V，!1IJ1IIiにおける地場路大豆をt.T;かした納¥i.軍司法業のIJkl別
写真5 専用コンテナ 04.11.25撮影
写真6 大豆選別機 04. 1. 25撮影
写真7 大豆等級検査 04. 1. 25撮影
級の検1i(写真7)を行う。この作業ではじか
れた人;ぱは肥料Jrlとして各出家に引き取っても
らう。-)j、選別と検作.を通過した人:¥1はJA 
全J~みやぎを通して入札にかけられて U業r..が
泌札した後、 JAみやぎfll対処産資材訓(第 3
図女F地点).18ではこの立業占-からliJ'lt人するj巴
になる。腕人した大¥1.はJI質が:LfO:くならないよ
写真8 JAみやぎ仙南の低温貯蔵庫
(第3国大G地点) 04. 1. 25撮影
うに1fj川市脱出にある JAみやぎflllNの低温ltj'
~.&Jil"( (写真8:第3園大G付近)へ愉i去して似
竹する。(妹)加 I~辿 1fj 1納ぱセンターでは在
Jollがな くなりしだい JAみやぎflllH'1:.lm資材記長
にi1!絡すると、輸送11.、'i.fiーはすぐに低沿貯厳JOlI
から(株)加Li!li1fj川納dセンターへと大百ーを
納入する仕組みになっている。
1990-19961-1~ までは小粒A.ù. rコスズJ を約
120 t購入してきたが、1997-2000年までは小
粒大豆を約160t購入するようになった。2001
年からは大粒大豆 「あやこがね」の作付けも始
まったため、 2001"1.:以降は小村人:'.Il40 tと大
粒大豆約20tの合計約160Lを腕人するように
なった。大立は数年I/¥Jの仙川!止を凡ながら購入
している。
] Aみやぎfll市生保資材課での大'..i.30kgあ
たりの販売価絡は、小粒大 \1はメ~1夫良好の年が
約4.000円、天候不順の年が約7.000jlJ、大粒大
百.が約6.500円である。 大粒人~ ~iは天候にあま
り左イ7されないため、これまでfili絡が変動した
ことはなL、。腕人時には低ilutltj:桜山での似竹代
および輸送貨を合めたがJl.OOOjljも1'.乗せされ
る。
次に、もう一つのIJ;(料である納山基iは仙台市
山波野区にあるイi阪会社内被野納以製造所から
迎:uJI時人しながら'I-=.政を進めている。この官域
別納豆製造所は1920"1:に創業した叶.r)Jから納立
と納豆世iを製造している;(:;.fi'である。納¥i.幽は
ilH~者ーにも j仮先しているが、 U~l以必先は全同
の納 \lJ!~.ií1~.x.て'ある。
2.製造工程
納豆は、 ①セパイラルセバレータで大立の粒
J~を選別する 「大以の選};IJJ、 ②豆洗機で大豆
写真9 製造工程
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の表皮に付着している階換を洗浄する ru.iJt 
L、」、③ 2-3 ocの水に16-17時間以して軟化
しんし
させる 「以n~J、 ④圧力釜で約80分議投した後、
としに
納豆菌を入れて均等に混ぜ合わせる rl接投、接
紐」、 ⑤慌込み機でプラスチ ック?H~によりめた
上に被脱のフィルムとタレ、からしを入れる
「雌込みJ、 ⑥ 「ムロ 」 と H子ばれる発防.宅~19に
約21時聞入れて納豆特有の香りと)ll床しさを形
成する 「発静」、⑦納豆菌が再び繁航しないよ
うに約20Cに保った冷蔵室に入れる 「冷却」、
⑧フィルムラベル機で賞味Jg阪の印.r~と引かけ
フィルムをJV-iる 「包装」、⑨冷蔵宅でltj:威する
「冷蔵」という」二程を経て製造される(写真9)。
①~⑨の全工訟を終えるまでには約31がか
かる。これらの作業は141うの従業以で行ってい
る。基本的な勤務1'H¥Jは男性職Hが6: 30-
16: 30まで、女性パートが8: 00-15・30まで
である。
3.製品とその出荷状況
(妹)}JILOlf1J I.U納立センタ ーが~.iíi してい
る製品の山初先、製造IJM始年、Il¥{，:f!樹皮は第1
表に示した。受注があった時にはこれ以外の1
術先にも適宜対応しているが、 ここには I:~な
出荷先のみ示した。この表をみると、 JAJ(J川
市納豆センターが1990年12rJに稼働した叶初
は、みやぎ生協、 Aコープ、株式会社iJf必チェー
ン(本ネ1.柴田町)が経営するイトーチェーン、
カメイ株式会社(本社 :仙台市) が終~';~'・するグ
リー ンマートに出荷していたが、その後はIji.i!s 
以外のスーパーマーケ ット、企業やprM将文担
施設などの受託製造、学校給食などにも1仰先
を拡大してきたことが読み取れる。
みやぎ生協、Aコープ、イトーチェーン、グ
リーンマート以外のスーパーマーケットへの1
荷および受託製造は、 (株)}JI.Lcl!灼川納¥iセ
ンターがj坂路拡大のために常業主17動を行ってき
た成県である。例えば、 2000年からは山川乳業
妹式会社(本社:1こl石市)の受託製造、 2001"1ミ
からは社会福祉法人はらから福~I:会 (本部:柴
田町)の受託製造、2003年からはサミ ット株式
会社 (本社:点京郎杉此lわが経常するサミ ッ
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第1表 (株)加工連角田納豆センターの製品とその出荷状況(一例〉
出荷先 製造 製品名 出荷頻度開始年
1990 
COOPみやぎ小粒納豆タレ付30gx3 府舗は毎日、
みやぎ生協 COOPみやぎ小粒納豆40gx3 個人宅配・共
2001 COOPあやこがね納豆タレ付SOgx3 同購入は週5日
1990 
あぶくま納旦ミニカップタレ・からし付40gx3
JAみやぎイl.IJ南Aコープ
あぶくま小粒納豆lOOg
毎日
1998 あぶくま納豆JAみやぎ仙南納豆100g
2003 あぶくま極小粒納豆タレ付SOgx3
株式会社伊藤チェーン 1990 あぶくま納旦ミニカップタレ・からし付40gx3
毎日
「イトーチェーンJ 2003 あぶくま極小粒納豆タレ付SOgx3
カメイ株式会社 1990 あぶくま納豆ミニカップタレ・からし付40gx3
週2日
「グリーンマートj 2003 あぶくま極小粒納豆タレ付SOgx3
2000 JAふれあい食材オリジナル納旦夕レ・からし付SOgx2
JA全農みやぎ生活部生活課 国産小粒納豆SOgx2 週2日
一 国産小粒納豆SOgx2x2
山田乳業株式会社 2000 フロム蔵王カップ納豆タレ付70g 毎日
社会福祉法人はらから はらから納Eタレ・からし付SOgx2
毎日2001 
福祉会 はらから納豆タレ・からし付SOgx3
サミット株式会社
2003 
みやぎ角田小粒納豆タレ・からし付30gx3
毎日
『サミットストアj 大粒あやこがね納豆タレ・からし付SOgx3
有限会社みやぎ保健企画
納豆40g 適宜一セントラルキッチン事業部
角田市学校給食センター 一 国産納旦夕レ付30g 適宜
蔵王町学校給食共同調理場
国産納豆タレ付30g
適宜一 国産納豆タレ付40g
柴田町学校給食センター 一 国産納豆タレ付40g 適宜
名取市閑上学校給食共同
調理場
国産納豆カップ40g 適宜一岩沼市立岩沼南小学校給食
大河原町学校給食センター
丸森町学校給食センター 一 一 適宜
製造開始年と製品名のーは不明であることを示す。
(株)加工連角田納豆センターでの聞き取り調査により作成。
トストアへの出荷が始まった。
みやぎ生協には角田市内にあった本田食品が
出荷していたが、 JA角田市納豆センター稼働
後は生産を引き継いだ。みやぎ生協には、 JA
角田市納豆センターが稼働した1990年12月から
製造している iCOOPみやぎ小粒納豆タレ付
30g x 3 JとiCOOPみやぎ小粒納豆40g X 3 J 
(写真10)、大粒大豆「アヤコガネ」を初めて
収穫した2001年から製造している iCOOPあや
こがね納豆タレ付50g X 3 J (写真10)の3製
品を出荷しているo いずれの製品も、応舗用は
仙台市にある日配センターへ毎日出荷するが、
個人宅配・共同購入用は富谷町にある富谷生鮮
セットセンターへ週5日出荷しているo (株)
J)I仁辿1fJ川納百.センターではみやぎ生協が1:/1
(，:iMの約8由lを占めるj比大の出荷先て'ある。
J AみやぎflhI判が経営する Aコープはfl)川
di、メL緑町、柴111町、大河原町、川附IJに11，1{ 
拘IiずつあるV旬。 Aコープには JA角川di納U
センターが稼働した1990年12月から製造してい
る「あぶくま納_¥2ミニカップタレ ・からし付40g
x 3 Jと 「あぶくま小粒納豆100g J (写真10)、
J Aみやぎ仙南が誕生した1998年から製造して
いる 「あぶくま納立JAみやぎflu南納V.100g J 
(写真10)、200311:から製造している 「あぶく
ま極小粒納立タレ付50g x 3 J (写真10)の4
製品を何日/U荷している。
開 t削除
? ?
? ?①COOPみやぎ小粒納豆40gx 3 
②COOPあやこがね
納豆タレ付50gx 3 
③あぶくま小数納豆
100g 
④あぶくま納豆JA
みやぎ仙南納亘100g
⑤あぶくま極小粒
納豆タレ付50gx 3 ， . 
写真10 主な製品の帯かけフ ィルム
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学校給食としては、角旧市給食センタ一、丸
森Ulf学校給食センタ一、柴川Ir学校給食セン
タ一、大河原町学校給食センター、れimdi立府
組南小学校、名取市|湖上学校給食共同調理
場町、蔵王 IIIr学校給食~t l百j湖周場に30-40g
人りの製品を受花があった1年に/I¥f，:iしている。
製造1}f.J始年はいずれも不明であるが、 /I¥f，:j先は
問辺市1]となっているのが特徴である。
全製品の内作品は 1;会'器30-100g人りまで
あるが、製iEの中心は30-50g入りである。こ
の内容品は他の納立製造業者も同じである。
4.問題点
大豆の年間使川悦は約160tであるが、天候
不順の年には収般品が激減するため、(株)J)I 
工辿角田納豆センターでは約80-100tしか購
入できない状況に陥ってしまう。人;立は天候に
左右されやすいため、天候に.也まれた"r:.は問題
なく入手できるが、天候不1闘の年には入手難の
問題が生じる。
2004年は小粒大豆 「コスズ」を150ha(= 
15，000 a)作付・けし、その収磁11はがH80tを
見込んでいた。 しかし、この年は相次ぐ台風に
よる大雨、五Zの市j品多j握、1O-11)J小刈の長雨
の影響が重なった。収磁i止は例年通りであった
にもかかわらず、カビと奇形を除いた使)IJ可能
な大豆は約3tしかないというこれまで経験し
たことのない大幅な減少となった。
そこで、 2005~1~肢の不足分は回路大立を納入
して対応することになった。納豆は他の沌地の
大豆でも製造できるが、従来のfi?かけフィルム
には11j回路の大立をもt川と明記しているため、
このままでは使用できないという1I¥]:mがある。
同産大豆の購入と帯かけフ ィルムの刷り 1'1:しに
は約1，000万円がかかるとL、う。
こうした事態はいつ起きてもおかしくないた
め、今後は角日|産の大豆が入手難になった場合
の対応マニュアル作り、天候にあまり克イ7され
ない大豆の品磁の悦泌・と試験段取、新，'~'，f:rl)の大
fiによる商品化とiI'iY'i者の反応といった，'，長期
にわたる検討が必i:!ー である約九
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N.おわりに
本研究では、宮城県角田市における地場産大
豆を活かした納豆製造業の生産流通構造につい
て2004年7-11月に行った(株)加工連角田納
豆センターと JAみやぎ仙南ライスセンターで
の聞き取り調査の結果を基に明らかにした。こ
こで得られた点は以下の通りである。
①角田市の納豆製造業は、主原料となる大豆
の栽培から選別、検査、保管、納豆製造を経て
出荷に至るまでJAみやぎ仙南の諸施設および
子会社の(株)加工述角田納豆センターによっ
て行われている。納豆の年問販売額は l億
3，000-4，000万円であることから、納豆業界の
中では零細規模に位置づけられるo
②大豆は水稲の生産調整(減反政策)の一環
として角田市内の農家が契約栽培を行ってい
るo 栽培面積の調整や栽培技術の提供などは
JAみやぎ仙南米穀謀が、収穫した大豆の選別
と検査はJAみやぎ仙南ライスセンターが、大
豆の保管と(株)加工述角田納豆センターへの
販売はJAみやぎ仙南生産資材課がそれぞれ業
務を行っているo
③(株)加工連角田納豆センターの主な出荷
先は、宮城県内を中心とするスーパーマーケッ
ト、企業や障害者支援施設などの受託製造、周
辺市町の学校給食である。このなかで、最大の
出荷先は全出荷量の約8割を占めるみやぎ生協
である。みやぎ生協には角田市内にあった本田
食品が1974年から出荷してきたが、そこでは味
の良さが評判となり生産が追いつかなくなって
きたため、 1990年12月からはJA角田市納豆セ
ンターを稼働させて対応するようになったとい
う経緯がある。現在でも(株)加工述角田納豆
センターとみやぎ生協との関係性は強L、。
④問題点は、天候不順になった年に使用でき
る大豆が激減してしまい、納豆製造を継続する
には他産地の大豆を使用せざるを得ない状況に
なることである。納豆は他の産地の大豆でも製
造できるが、角田産の大豆を使用と表記してい
る従来の帯かけフィルムは使えなくなる上、大
豆の購入と帯かけフィルムの刷り直しには多額
の資金も必要になる。こうした事態はいつ発生
してもおかしくないため、今後は角田産の大豆
が入手難になった場合の対応マニュアル作り、
天候にあまり左右されない大豆の品種の模索と
試験栽培、新品種の大豆による商品化と消費者
の反応などの中長期にわたる検討が必要である。
⑤(株)加工連角田納豆センターは角田市に
ある工場で角田産の大豆のみを使用した地域密
着型というのが最大の売りの納豆であるo この
こだわりを維持するには原料の入手基盤をより
強固にしていくことが重要である。
⑥最後に、角田市では地域密着型の納豆製造
業が行われているが、こうした取り組みは農家
の栽培意欲の向上、大豆自給率向上への貢献、
消費者が関心を持っている食の安全安心志向へ
の応答、食の地域づくりなどにつながっていく
ものと考える。角田市で納豆製造が始まってか
ら約50年、 JAの工場が稼働してから約25年が
経過したが、今後はますます存在感が大きくな
ることを期待したい。
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j主
-.1 創業は1932年2月。代表的な納豆は「おかめ納豆J
シリーズである。詳細は http://www.takanofoods.
co.jp/を参照。故終検索は2014年9月30日。
-.2 創業は1804年。代表的な納豆は「金のつぶ」シ
リーズである。詳細は http://www.mizkan.co.jp/
index.htmlを参照。政終検索は2014年9月30日。
-.3 創業は1950年8月。代表的な納豆は「国産中粒
納豆jや「おろしだれ納豆」である。詳細はhttp://
www.adumas.co.jp/を参照。最終検索は2014年9月
30日。
-.4 創業は1952年。 2009年8月25日には東京地裁へ
民事再生法の適用を申消した。負債額は110億円で
あった。営業権を取得した株式会社MizkanHoldings
はくめ・クオリティ・プロダクツに「くめ納豆jプラ
ンドを残す形で製造委託した。詳細はhttp://www.
mizkan.co.jp/kume/index.htmlを参照。最終検索は
2014年9月30日。
-.5 創業は1950年12月。納豆事業の業績は悪化して
いたことを受けて、 2011年4月1日には納豆事業の
営業権と商標権を株式会社MizkanHoldingsに譲渡
東北文化研究所紀要第46号 2014~1~12月 11 
して納豆の製造から撤退した。詳細はhttp://www.
asahimatsu.co.jp/index.htmlを参照。最終検索は
2014年9月30日。
-'6 創業は1954年9月。代表的な納豆は「おはよう納
豆一シリーズである。詳細はhttp://www.yamadafα地.
cO.jp/を参照。最終検索は2014年9月30日。
-.7 創業は1915年。代表的な納豆は「元気納立」シ
リーズである。詳細は http://www.marukinfoods.
co.jp/を参照。最終検索は2014年9月30日。
-.8 創業は1956年3月。代表的な納豆は「お城納豆」
シリーズである。詳細はhttp://www.marumiya-g.
cO.jp/を参照。最終検索は2014年9月30日。
-.9 創業は1940年10月。代表的な納豆は「極小粒太
子納豆」ゃ「超きざみひきわり納豆」である。詳細
はhttp://www.taishi-food.co.jp/を参照。最終検索
は2014年9月30日o
-.10 JAみやぎ仙南は、 1998年4月1日に宮城県南部
に位置する 2市7町(角田市、白石市、七ヶ宿町、
柴田町、大河原町、村田町、川崎町、蔵王町、丸森町)
を管轄する7JA(JA角田市、 JA白石市、 JA 
柴田町、 JA村田町、 JA川崎町、 JA蔵王町、
J A丸森町)が合併して誕生した広域JAである。
なお、文中では、合併前の動きについては rJ A角
田市」、合併後の動きについては rJ Aみやぎ仙南」
と記載した。
-.11 1990年12月に創業した時は rJ A角田市納豆セ
ンターJ、7J Aが合併した1998年4月1日からは
r J Aみやぎ仙南納豆センターー、 JAみやぎ仙南の
子会社として独立した2000年4月1日からは r(株)
加工連角田納豆センターJという名称に変更になっ
た。なお、文中では、 1997年3月31日までの動きに
ついては rJ A角田市納豆センターJ、2000年4月1
日以降の勤きについては r(株)加工辿角田納豆セン
ター」と記載した。
-.12 みやぎ生活協同組合は、 1982年3月21日に宮城
県学校生活協同組合(1952年9月19日設立)と宮城
県民生活協同組合(1970年3月24日設立)とが合併
して誕生した。
-.13 小粒大豆の小さい方(極小粒)は直球4.9-5.5mm、
小粒大豆の大きい方(小粒)は直球5.5-7.2mm。
-.14 ここでは納豆100gを1個として換算。
-.15 J Aみやぎ仙南小粒大豆生産部会には36名が属
している (2012年)。
-.16 コンテナや選別機は、 JA角田市や JAみやぎ
仙南が独自に附入した他、 1982年の転作促進対策特
別事業、 1990-1991年の高生産性水田農業確立対策
12 宮城県角田市における地場産大豆を活かした納豆製造業の展開
事業、 1992-1993年の地域水田営段活性化事業(共
同利用機械整備)、2000年の転作営段条件盤備事業(大
豆集tU荷貯蔵施設整備事業)、 2003年の転作営段条件
整備事業(みやぎの水田高度利用支援事業)などの
水稲の生産調整に関わる補助事業も適宜利用しなが
ら腕入した。コンテナは2004年1月時点で約130基が
ある。
~17 注6参照。
~18 J Aみやぎ仙南生産資材諜は、(株)加工述角田
納豆センターと同じ角田市佐倉にある。
~19 醗酵室「ムロ」は 6 室あり、 1 室には100g 入り
の納豆が約3.000個収納可能である。
~20 2006年10月にはJAみやぎ仙南Aコープ丸森庖
と川崎応が閉庖した。現在は角田市、大河原町、柴
田町にある 3庖舗のみである。
~21 名取rli閑上学校給食共同調理場は201011~7月16
日をもって廃止になった。 2010年8月には名取市学
校給食センタ一円、ただきスマイルかん」が問所したo
~22 J A みやぎ仙南では、 2008-201O{1~ にかけて従
来の小粒大豆「コスズ」よりも天候の影響を受けに
くい、病気に強い、収種量が多い小粒大豆「すずほ
のか」の試験栽培に取り組んだ。 2010年からは「す
ずほのか」を原料とした納豆に切り替えられた。
